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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 186 ha

平成 20 年度　～ 平成 23 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

店舗 H19 H23

人 H18 H23

人/日 H19 H23

都道府県名 和歌山県 和歌山
わ か や ま

市
し

中心
ちゅうしん

市街地
　しがいち

城
しろ

まち地区
ち      く

指　　標 定　　義

計画期間 交付期間 23

目標と指標及び目標値の関連性

11,268

3.通行量 計画区域内の中心軸道路となる本町線の休日通行量 計画区域内の居住者および来街者による賑わい及び回遊性を端的に示す指標

従前値

○歩いて暮らせる賑わいあふれる城まち
　 目標１：城まち賑わい拠点の創出
　 目標２：城まち居住の促進
　 目標３：城まち回遊性の向上

・計画区域は、市内中心部にあり、本市の玄関口である南海和歌山市駅とJR和歌山駅の間に位置している。また、計画区域内の中央部には、商業機能・都市機能が集中し立地する中心商業地があり、南部には和歌山市最大の観光資源、観光交流機
能の一つである和歌山城、南海和歌山市駅南部は、住宅用地として広く利用され、古くから和歌山城の城下町として栄えてきた。

・計画区域は、戦災復興土地区画整理事業により、道路・公園等の都市基盤施設が整備され、その後、けやき大通り等の都市計画道路改良や都市計画公園の整備、またその公園の地下に都市計画駐車場を整備するなど都市基盤整備の充実が図ら
れている。近年では、計画区域及び和歌山市の玄関口であるJR和歌山駅において和歌山駅西口地下広場を整備し、景観・機能向上に努めているが、南海和歌山市駅、中心商業地、和歌山城をつなぐ道路については、整備から年数が経ち、歩行の安
全性やイメージの悪化を招くとともに、また、動線ともなるべき道路であるにもかかわらず、安全性や人の回遊性が確保されていないところがある。

・計画区域には、県内随一の商店街があり、古くから県内南部、大阪南部から集客し発展してきたが、相次ぐ郊外開発、モータリゼーションの進展により、通行量は、平成4年と平成19年を比べると66％と大幅に減少し、賑わいが薄れ、衰退する一方であ
る。

・計画区域内に立地する中心商業地には、現在273店舗の店舗があり、平成14年度の空き店舗率は11.51％であったが、平成19年度では22.71％と商業地の空洞化が激しくなっており、また、本市最大の観光資源である和歌山城には、平成7年にNHK大
河ドラマが放映されたこともあり36万人の登閣者数があったが、近年は年間14万人規模程度に落ち込んでいる。

・計画区域には、現在11,268人の住民がおり、65歳以上の住民は約29.3％と高齢化が進んでおり、年々本市の計画区域を除く地域と比べ人口減少、高齢化が激しくなっている。

・計画区域においては、平成10年度に和歌山市中心市街地商業等活性化基本計画、平成16年度に和歌山市中心市街地活性化基本計画（改訂版）を策定し、商業基盤、観光基盤の活性化に向けたをソフト事業を中心として取り組んできたが、持続的な
再生には至っていない。そのため、新たな和歌山市中心市街地活性化基本計画を策定し、平成19年8月27日には内閣総理大臣の認定を受け、活性化に向けた地域ぐるみの取り組みを行っていく。

・市民意識調査では、約8割の市民が「和歌山市においても中心市街地の活性化が重要な課題である」と回答しており、中心市街地の再生は喫緊の課題である。

・中心市街地の拠点の活性化。

・住む人、訪れる人に安心・安全な環境の整備。

・中心市街地の回遊性の向上。

・和歌山市の長期総合計画では、定住人口の増加、商業業務機能の再生や都市型産業の集積、魅力ある街並みや快適な居住環境の形成、交通環境の向上や交流空間などの形成を図り、都市拠点として再生、活性化していく地域と位置付けている。

・市の都市計画マスタープランでは、再開発等によって商業機能や居住機能を更新して、土地利用の高度化を促し、魅力ある都心の再生を推進する地域と位置づけている。

・県の都市計画区域マスタープランでは、交通機能の充実、商業・医療福祉等の都市機能の更新、都心居住の促進、都市防災機能の向上などによって市街地の再整備を図る地域と位置づけている。

目標値

1.空き店舗数 中心商業地内273店舗の内の空き店舗数
商業地の空き店舗解消による賑わい回復および地域住民の買い物行動の向上
を示す指標 62 54

2,000

11,6802.居住人口 計画区域内の居住人口 賑わいの土台となる居住人口の増加を示す指標

1,638



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
●中心市街地活性化に向けた地域ぐるみのまちづくり
　・本市では、中心市街地の活性化に向け、市民アンケートを行い、行政、地元商業者、市民、関係者等によるワークショップ、策定委員会での協議・合意を得、これまで平成10年度、平成17年度に中心市街地活性化基本計画を策定した。
　・これら計画では、市民、自治会、商店街、大学、学生、マスコミ、まちづくり会社、商工会議所等が連携した事業を実施している。
　・平成18年度には、まちづくり3法が改正され中心市街地活性化基本計画を取り巻く状況も変わり，それと相まって，各施設の再生等、民間の事業者による様々な動きが出てきた。
　・また、商店街では活性化に向けた委員会を設立するなど，新しいまちづくりの機運が高まっている。
　・それらを受け，本市では，新たに中心市街地活性化基本計画の策定を行い、平成19年8月27日に内閣総理大臣の認定を受けたところである。

●中心市街地活性化基本計画と都市再生整備計画
　本市では、中心市街地活性基本計画と都市再生整備計画を一体的に推進し、中心市街地の活性化に向けた取り組みを行うものであり、都市再生整備計画事業は、中心市街地活性化基本計画事業に位置づけている。
　・計画策定の経緯
　（１）市民アンケート
　　市民、地域住民、商業者に分けアンケートを行い市民のまちづくりの考えを調査し、本市で作成した計画案についてパブリックコメントを募集した。
　（２）中心市街地活性化協議会
　　地元商店街、商業者、自治会、関係者、行政等により構成され設立された和歌山市中心市街地活性化協議会において、市民の意見を反映した計画案を提示し、まちづくりの方向性、目標、実施事業等の協議を重ね、合意を得た。
　（３）計画事業
　　行政、大学、商店街、民間事業者等が連携し、地域ぐるみにより推進していく事業計画となっている。

●郊外開発の規制
　郊外開発が進む今般、準工業地域に特別用途地区の指定を行い、大規模集客施設の立地を規制し、また今後、大規模小売店舗立地法の特例区域設定の要請を県に行い、第1種特例区域を設定し、大規模集客施設を積極的に誘致して
いく。

・整備方針３（交流する仕組みづくり）
平成20年は和歌山城天守閣再建50周年にあたり、市民の誇りであり和歌山市のシンボルでもある和歌山城にとって節目の年であるとともに、平成21年は
市制120周年でもあることから、和歌山市にとっても一つの節目の年となる。そこで衰退する計画区域において再度市民・観光交流客の目を向けさせ、交流
を促進し賑わいを回復する。また、その中心となる和歌山城及びその周辺を整備することでイメージを向上させ、地域住民の憩いの場所としての機能を向
上させ、また人々にアピールするとともに、中心商業地の交流客を増加させる観光交流施設の整備や魅力ある店舗の立地を促すことで、計画区域内を人
が行き来し、交流が図れる。また人々の中心市街地での効率的な回遊コースの設計、主要駅から和歌山城、商業集積地への人の流れを創出する。
そして、通行量調査や経済波及効果測定、市民アンケートや中心市街地内の低未利用地調査といった賑わい調査を行うことにより、中心市街地活性化基
本計画に基づき実施する各種事業の実績把握、効果検証を行う。同時に、それらの結果を、新たに実施する事業や継続事業に反映させ居住者や来街者
にとって利便性の高いまちづくりとなるよう、事業展開を行うことで、目標値の達成に向けた、より一層効果的かつ効率的に事業の推進を目指す。

公園（基幹事業・市・岡公園）
地域生活基盤施設（基幹事業・市・総合案内板設置事業）
地域創造支援事業（提案事業・市・和歌山城各御門ライトアップ事業）
地域創造支援事業（提案事業・第３セクター・地場特産品店整備事業）
地域創造支援事業（提案事業・市・和歌山城再建50周年祭事業）
地域創造支援事業（提案事業・民間・1日周遊バス切符発行事業）
地域創造支援事業（提案事業・市・野外アートプロジェクト事業）
地域創造支援事業（提案事業・市・岡公園茶室改修事業）
事業活用調査（提案事業・市・賑わい調査事業）

方針に合致する主要な事業
・整備方針１（各拠点の活性化整備）
計画区域内には、公共交通拠点のほか、和歌山城及び県下随一の商業地の2拠点が立地するが、和歌山城は本市の象徴として、市民に親しまれている
最大の観光資源であるにもかかわらず、年々集客力が低下している。また、中心市街地の商業集積地は、年々空き店舗が増加し、かつ近隣に和歌山城が
あるにもかかわらず、観光に対応した商業地としての形成がなされてこなかったため、この2拠点に関連性を持たせ回遊性、イメージの向上、集客性を確保
する。

道路（基幹事業・市・本町線）
公園（基幹事業・市・岡公園）
地域創造支援事業（提案事業・市・和歌山城各御門ライトアップ事業）
地域創造支援事業（提案事業・第３セクター・地場特産品店整備事業）
地域創造支援事業（提案事業・市・空き店舗対策事業）
地域創造支援事業（提案事業・市・岡公園茶室改修事業）

・整備方針２（生活空間、移動環境向上整備）
計画区域には、玄関口となる鉄道駅が2駅立地しており、JR和歌山駅に面するけやき大通りは近年整備されている。しかし、整備されて数年経過し、歩行
の安全性やイメージの悪化を招いている南海和歌山市駅から中心商業地、和歌山城を結ぶ動線において、イメージの向上を図り、誰もが住みたくなる、ま
た訪れたくなる骨格道路として景観づくりを促進する。
また、地域住民の骨格道路として住みたくなるような景観づくりはもとより、地域住民から安全性の問題として強い要望があるため、街路灯を整備し、安全・
快適に暮らせる道路の整備も促進する。

道路（基幹事業・市・本町線）
道路（基幹事業・市・和歌山市駅前線）
高質空間形成施設事業（基幹事業・市・和歌山市駅前線）
高質空間形成施設事業（基幹事業・市・城北51号線）
高質空間形成施設事業（基幹事業・市・雄湊2号線）
高質空間形成施設事業（基幹事業・市・和歌山城西堀端）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

和歌山市 直 L=610m H22 H23 H22 H23 122.6 122.6 122.6 122.6

和歌山市駅前線 和歌山市 直 L=265m H22 H22 H22 H22 45.3 45.3 45.3 45.3

公園 和歌山市 直 A=1,638㎡ H22 H23 H22 H23 9.5 9.5 9.5 9.5

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 和歌山市 直 － H23 H23 H23 H23 2.1 2.1 2.1 2.1

高質空間形成施設 直 － H21 H22 H21 H22 89.0 89.0 89.0 89.0

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 268.5 268.5 268.5 268.5 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

民間 間 H20 H20 H20 H20 0.5 0.5 0.5 0.5

和歌山市 直 H20 H21 H20 H21 9.3 9.3 9.3 9.3

第３セクター 間 H20 H20 H20 H20 1.5 1.5 1.5 1.5

和歌山市 直 H20 H20 H20 H20 47.9 47.9 47.9 47.9

商店街振興組合等 間 H20 H23 H20 H23 22.4 22.4 22.4 22.4

和歌山市 直 H21 H23 H21 H23 10.5 10.5 10.5 10.5

和歌山市 直 A=232㎡ H21 H22 H21 H22 33.9 33.9 33.9 33.9

和歌山市 直 － H20 H23 H20 H23 7.8 7.8 7.8 7.8

－

－

－

合計 133.8 133.8 133.8 133.8 …B
合計(A+B) 402.3

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
民間 国土交通省 A=5,770㎡ ○ H19 H21 4,140

民間 国土交通省 A=3,712㎡ ○ H18 H19 4,700

民間 A=1,787㎡ ○ H18 H19 3,806

合計 12,646

全体事業費

けやき大通り第一種市街地再開発事業

旧丸正百貨店ビル暮らし・にぎわい再生事業

十番丁共同住宅・事務所複合ビル建設事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

－

まちづくり活
動推進事業

－

－

野外アートプロジェクト 県道17号和歌山停車場線

岡公園茶室改修 岡公園内

事業活用調
査

賑わい調査 －

商店街

和歌山城再建50周年祭 和歌山城及び周辺地域

空き店舗対策 計画区域内商店街等

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

1日周遊バス切符発行 計画区域内

和歌山城各御門ライトアップ 和歌山城

地場特産品店整備

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

ＪＲ和歌山駅西口

－

岡公園

細項目 うち民負担分

道路
本町線

事業 事業箇所名 事業主体

0.443

直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 402.3 交付限度額 178.1 国費率

交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

　中心市街地城まち地区（和歌山県和歌山市） 面積 186 ha 区域

和歌山市北桶屋町、北新5丁目、北新桶屋町、北新金屋丁、北町、米屋町、雑賀町、匠町、中ノ店北ノ丁、中ノ店中ノ丁、中ノ店南ノ丁、西仲間町1丁目、西旅籠町、東旅籠町、本町1～4丁目、南桶屋町、元寺町1～4丁目、住吉町、一番丁、二番丁、三番丁、四番丁、五番丁、六

番丁、七番丁、八番丁、九番丁、十番丁、十一番丁、十二番丁、十三番丁、板屋町、北大工町、九家ノ丁、鷺ノ森、鷺ノ森片町、鷺ノ森堂前丁、鷺ノ森中ノ丁、鷺ノ森西ノ丁、杉ノ馬場1・2丁目、駿河町、専光寺門前丁、西鍛冶屋町、西大工町、西布経丁1丁目、西ノ店、西汀丁、橋

丁、東鍛冶屋町、東蔵前丁、福町、舟大工町、ト半町、南大工町、元博労町、寄合町、万町、鷺ノ森南ノ丁、屏風丁、南汀丁、北汀丁、東紺屋町、三木町台所町、三木町中ノ丁、三木町堀詰、三木町南ノ丁、屋形町1・2丁目、和歌町、岡山丁、山蔭丁、弁財天丁、片岡町１丁目、

薮ノ丁、小野町1・2丁目、久保丁1・2丁目、小人町、小人町南ノ丁、伝法橋南ノ丁、道場町、湊北町1・2丁目、湊紺屋町1・2丁目、湊本町1・2丁目、小松原通１丁目、雑賀屋町東ノ丁、雑賀屋町、岡円福院西ノ丁、岡南ノ丁、北休賀町、北ノ新地1・2丁目、北ノ新地2丁目、北ノ新地

榎丁、北ノ新地上六軒丁、北ノ新地下六軒丁、北ノ新地中六軒丁、北ノ新地東ノ丁、毛革屋丁、木挽丁、新雑賀町、新堺丁、新大工町、新通3～7丁目、新中通2～6丁目、新八百屋丁、数寄屋丁、鈴丸丁、友田町2～4丁目、畑屋敷円福院西ノ丁、畑屋敷雁木丁、畑屋敷西ノ丁、

坊主丁、南休賀町、南雑賀町、南材木丁3丁目、美園町2～5丁目、吹上1丁目

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。
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中心市街地城まち地区（186ha） 
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